
”効果ある、ナチュラル・クリンを使った 

耳洗浄の仕方” 

 

セラピス動物病院（大阪府箕面市） 院長 下西 清夫 先生 

 

外耳道は垂直道と水平道があるためなかなか鼓膜の近くを洗浄するのが難しいです。 

当院では、栄養カテーテル、柔らかい留置針、シリコンチューブ等を使用し、耳鏡で 

確認しながら鼓膜付近までナチュラル・クリンで洗浄しています。 

ナチュラル・クリンは予め体温近くに温めておくと大抵の動物は嫌がりません。 

洗浄に使用する時は、ナチュラル・クリンを精製水にて倍に希釈して使用しています。  

注入は洗浄時にゆっくりと注入洗浄しています。 

後は見えている汚れを柔らかい綿棒、綿花で拭き取り、綺麗にしています。 

後は見えている汚れを柔らかい綿棒、綿花で拭き取り、綺麗にしています。 

奥に残った洗浄液は動物が頭を振ることで、殆ど外に出てしまいます。 

安全性に関しては、今のところ他院からも問題は聞いていません。 

抗菌、洗浄、尚且つ消臭効果に優れていると思います。 

オーナーには、1日 2回の点耳をしてもらっています。 

また、マラセチア症は殆ど再発するので、予防策として、週 3〜4回の点耳を進めています。 

気をつけてこまめにされる方は、今のところ再発は見られません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



”点耳を続けて再発予防も期待できます” 

 

みゅう動物病院（岩手矢巾町） 院長 須藤 洋 先生 

 

当院では外耳炎の治療時に洗浄液として使用しています。 

汚れた耳道内に噴射瓶を用いて、ナチュラル・クリンを溢れるほど注入し、 

マッサージ洗浄を数回繰り返します。その後、原因に合わせて薬剤を塗布注入しています。 

ナチュラル・クリンには、脂分の洗浄効果に加えて、消臭効果もあるので、 

気になる臭いも改善されます。 

また、完治したあとに、小分けして処方しています。毎日点耳マッサージを 

してもらうことにより、再発の予防に役立っています。 

その後、外耳炎の方は 10〜15例ぐらい使っていますが、 

使用中に再発は今のところ無いです。 

ナチュラル・クリンが切れてからの再発はありますので、継続使用が推奨されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



”3週間後には外耳道の胆汁もほぼ消失” 

 

くずのは動物病院(大阪府和泉市）院長 佐伯 潤 先生 

 

8歳の去勢済みゴールデンレトリバー、右耳の化膿性外耳炎で、外用薬の点耳、 

CEXの経口投与にも反応しなかった。 

菌の分離培養、感受性試験を実施したところ、Pseudmomas aeruginosa（緑膿菌）が 

分離され、感受性試験で多くの抗菌剤に耐性を示す多剤耐性菌と確認された。 

感受性試験結果により、FOMを経口投与を 2週間実施したが改善無く、 

自宅での 1日 1回ナチュラル・クリンによる外耳道洗浄開始後、 

1週間で膿汁の減少が認められ、3週間後には外耳道内の膿汁はほぼ消失した。  

膀胱炎でも薬剤耐性菌が増えており、そのような症例で、尿道カテーテルを入れ、 

ナチュララル・クリンを洗浄液として、1回に 4〜5回洗浄しています。 

症例によって異なりますが、それを 1日起き、あるいは毎日実施して、 

4〜5回で抗生物質のみを使用、生理食塩水による洗浄液よりも良好な結果を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



”ナチュラルクリンを 1日 2〜3 回散布、 

ほぼ 2 週間で完治”  

 

セラピス動物病院（大阪府箕面市） 院長 下西 清夫 先生 

 

使用して効果があったと驚いた２例があります。 

１例目は、雌犬３才（避妊済） 

右腋下何か外傷を受けたと思われる傷を舐めることにより化膿。 

ナチュラル・クリンを 1日 2〜3回以上散布（スプレー）してもらい、1週間後に来院。  

思ったよりも良くなっているので、もう 1週間同様に使用してもらった。 

2週間後にはほぼ完治していた。 

2例目は、雄日本猫雑種 3才（去勢済） 

頭部四肢先端外側に脱毛。他院にて治療を受けていたが変化無く来院。 

細菌培養の結果が出るまでナチュラル・クリンを 1日 2回〜3回散布してもらった。 

培養の結果、犬糸状菌と判明。1週間後には少し良くなっているようなのでそのまま、 

ナチュラル・クリンを使用。 

ご家族のおひとりが感染したものの猫は発毛もあり、ほぼ、3週間で良好と診断した。 

その他、皮膚病や外耳炎、皮膚疾患にも応用して行きたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



”とてもすっきりと良くなるものだな、 

と感心しております” 

 

今里動物病院（大阪市） 院長 光山 智行 先生 

 

耳内汚れの効果につきましての言及は差し控えさせていただきますが、 

(耳の中の所詮汚れ、その原因、さらにそれが究明できたとして制圧治癒させることは、 

少し慢性に移行したものさえも大変難しいです)、その手前、耳介皮膚(外耳の手前)の 

アレルギー、感染、炎症に対しては、とてもすっきりと良くなるものだな、 

と数症例に感心しております。 


